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3． 対象となる期間 契約締結後　　 ～ 2024年9月30日

4． 実施診療科等

5． 研究責任者 氏名 石黒　陽 所属 消化器内科

6． 共同研究機関
（共同研究機関研究責任
者）

7． 研究の意義

8． 研究の目的

9． 研究の方法
（使用・提供する資料等お
よび外部に提供する場合
の方法等）

10． 個人情報の保護

11． 利益相反に関する状況

12． 連絡先

電話 　0172－32－４３１１　　　　FAX 　0172－33－8614

研究に利用する情報は、患者様のお名前、住所など、個人を特
定できる個人情報は削除して管理します。また、今回の研究で
得られた成果を、医学的な専門学会や専門雑誌等で報告するこ
とがありますが、個人を特定できるような情報を利用することは
ありません。

国立病院機構弘前総合医療センター、臨床研究部長　石黒　陽

この研究の資金源はEAファーマ株式会社およびキッセイ薬品工
業株式会社からの研究資金を原資としており，利益相反状態に
あります。本研究の利益相反については，研究代表機関の東邦
大学医療センター佐倉病院倫理委員会にて確認を行っていま
す。

消化器内科

この研究で得られる成果は、今後AJM300治療の効果予測や治
療終了判断、また、症状改善までの期間を患者さんにお知らせ
する事ができるようになると考えています。

当院　消化器内科では、AJM300の効き目（効果）について追加
の検討を行うため、保存血清のバイオマーカー測定および診療
情報を収集・集計する研究を計画しました。

診療録（カルテ）、症状記録日誌、保存血清等から抽出したデー
タを解析します。

・保存血清、測定項目：LRG、抗インテグリンαvβ6抗体価
・臨床症状（症状記録日誌）：排便回数、血便の状態
・診療録：治験薬投与後、寛解導入達成した症例の潰瘍性大腸
炎に対する治療薬、投与量、投与期間

収集した症状記録日誌、診療録情報は、当院（研究代表機関）
に、保存血清の測定データは、血清保存先の株式会社エス・
アール・エルからSatt株式会社に提出します

研究代表期間：東邦大学医療センター佐倉病院
研究代表責任者：消化器内科  松岡　克善
 を含む、全国75施設（予定）

当院消化器内科において、AJM300の第3相　治験（CT3試験）に
参加（本登録）された方

　本研究の対象者に該当する可能性のある方で，情報を研究目的に利用されることを希望さ
れない患者さんもしくは患者さんの代理人の方は，下記の連絡先までお申し出ください。

国立病院機構弘前総合医療センターで診療を受けられる皆様へ

AJＭ300治験（CT3試験）保存血清を利用したバイオマーカーの
測定、自覚症状改善時期及び寛解維持治療薬調査～ASPECT
study～

　本院では，下記の研究を実施しておりますのでお知らせいたします。


